
第９回新潟市行政区画審議会 会議概要 
 

平成１７年１０月５日（水）２時から ホテルイタリア軒 

 

市長  先の答申をいただいた時のように丁寧に市民の皆様からご意見をとり

ながら、いい形で、８１万市民が区というものについてまとまってい

く、そのような答申をいただければありがたい。巻を加えて１４市町

村の大合併ということから、市民の考え方も多様であり、区名は難し

い作業になる。歴史的な部分と未来志向的な部分の２つのベクトルが

ある。政令市新潟にふさわしい名称をお願いしたい。 

 

区名選定基準について 

 ○  区名に、数字は使えるのか？ 

 

 ◎  特に制限は無いはずであるが、再度確認する。 

 

 ○  基準として、これだけは譲れないといった最低限のものさしがないと

まずいのでは。例えば人名はどうするのか、日本語でないものはどう

するか。 

 

○  当然、ものさしは必要である。しかし基準だけで裁くのは無理がある。 

    それは、私たち審議会の良識というフィルターで絞れる。 

基準や方針的なものは、先行政令市のようなゆるいものでいい。 

 

○  旧市町村の名称についてはどう取り扱うか。 



○  旧市町村名は、区内の別の地域の住民が望まないのでは。 

 

○  新津の地域審議会では、旧市町村名でといっている。 

 

○  小須戸の説明会では、新津区などの旧市町村名はいかがかという意見が

あった。また、投票の場合は無記名かどうか知らないが、１人が何回も

投票できてはまずい。 

 

○  あまり旧市町村意識が強いと、合併し政令市となる新生・新潟市の妨げ

になるのではないか。また「中央区」も都市＝中央と周辺の意識にな

る。個人的には使うべきではないと思う。東西南北はどうするか。 

 

○   区名案を公募するなら、人名や旧市町村名、東西南北はあらかじめ基準

で、外したほうがよいと思う。 

 

○  新潟市は、合併で広くなった。あまり地域とかけ離れた名称では、どの

あたりなのか見当もつかなくなる。県下全体から見てもわかりやすい名

称にすべき。 

 

○  募集の入り口からカットしないほうがよい。旧市町村名については、

いいという地区があるかもしれない。募集し投票するのがよい。 

 

○  市町村名や東西南北は好きではないが、他に何が残るのか？という懸

念もある。特定の名称が付けられなくて、方位に頼る場合もあるかも

しれない。 

    １区の場合、隣が阿賀野市であるが、阿賀野区は問題ないのか。 



 

◎  特に問題はないが、阿賀町もあり紛らわしくなる。 

 

○  私は方位には賛成である。各地区でしこりが残らない。県外の人にも

わかりやすい。書きやすい。読みやすい。電話でも説明しやすい。 

 

○  区民の愛着も考えなければならない。絞り込みの基準を示して募集をし

ないとだめでないか。間口を広げすぎると審議会での絞込みが大変で

ないか。 

 

○  間口を広くして、案をいただくほうがよい。絞込み後、投票し、結果を

見て審議するのがよい。 

 

○  最初に絞り込むと後戻りできない。 

    区名案の公募は、市民の声というのでなく、アイデア募集と考えてい

る。応募数の大小は関係ない。いい案は１票でもいい。 

その際の哲学的なものは、他政令市のような柔らかいものでいい。絞り

込みの段階でしっかり審議するのが大切。 

必要なら少人数で絞り込みをする。 

 

○  基準そのものについて、住民に意見募集をすることはどうか。 

 

○  どの程度まで市民の意見を聞くかということだが、基準や選考方法につ

いては、審議会の判断の範疇ではないか。 

 

○   基準そのものを住民には聞く必要がないのではないか。 



住民意見の反映・区名案投票について 

○  投票を行うかどうかも検討課題。公募のみを行い、審議で決定する方法

もある。 

 

○  投票を行い、結果を見て審議会で判断してもよいのでは。各区の整合性

を審議会で判断すべき。 

 

○  さいたま市は、区名決定プロセスに問題があり、今でも一部ではくすぶ

っている。 

     特に緑区は、投票結果の５位であった。上位でないものが選ばれたた

め何のための投票かということになった。 

     見沼区は、歴史的地域性からするといいのだが、将来性や「沼」に異

論があった。投票の１位でもない。 

新潟では、そのようにならないようにやっていく必要がある。 

 

○ 投票は、１位は絶対ではないが尊重する。個人的には、旧市町村名の使

用は反対だが募集時は除かなくてよい。投票の候補は、どれが選ばれて

も問題ないものに絞り込み採用すればよい。 

 

○ 投票は、少し注意が必要でないか。区割りのときもあったが多いことが

民意かどうか難しい。最終の決定権は審議会が持っていないと。単に旧

市町村の人口比で決まってしまう。東西南北中は聞くのはよいが、審議

会で判断すべき。 

 



スケジュールについて 

○ 何を住民に聞くのかは、スケジュールとの兼ね合いにもなるのでは。区名

審議の期限はどこまでか。 

 

○ 答申は１月末が目処。かかったとしても年度末か。 

 

○ 基準を聞き、区名案を募集し、投票する。３段階では、今はもう１０月で

あり、無理。しかし１段階では、意向を反映できず、だめだろう。 

 

 


